
「いもうとだ～いすき！」

（寺　尾）

笠原　快
かい

斗
と

 くん

　１～１歳半程度のお子さんの写真を同封し、住所・保護者の方とお子さんの名前・電話番号・生年
月日とコメントを明記のうえ、市役所広報広聴課（〒368-8686　熊木町８－15）までお送りください。
　抽選に漏れた方も、２歳になる月までは翌月の抽選に繰り入れ、再抽選しています。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

「じゃじゃ馬娘」

（上宮地町）

島﨑　陽
はる

菜
な

 ちゃん
「助手席に

夢を乗せて運転中」

（桜木町）

若林　琉
る い

偉 くん
「にっこり笑顔がキュート♡」

（中　町）

山中　愛
あい

理
り

 ちゃん

応 募 方 法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、〒368-8686　熊木町８－15　市役所広報広聴課へ、必ず官製はがきでお送りください。
　（３月末締切り分→５月号に掲載）１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所・氏名は、作品の左側に書いてください。
　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。
　お知らせ　市民文芸または選者へのご意見・ご感想等は、市役所広報広聴課あてにお送りください。
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新
年
に
取
材
し
た
も
の
が
多
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見
ら
れ
、
そ
こ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
生
模
様
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
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か
ら
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七
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達
磨
売
を
生
き
生
き
と
表
白
し
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し
た
。
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自
己
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思
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研
ぎ
澄
ま
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大
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さ
ん
は
母
親
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の
思
い
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、
七
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定
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達
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し
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パ
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齋
藤
さ
ん
、
趣
味
の
詩
歌
を
語
り
合
え
る
友
人
が
い
る
こ
と
は
幸
せ
で
す
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静
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な
時
間
の
流
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が
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す
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。
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。
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自動車の後部座席も、必ずシートベルトを着用しましょう！
交通安全標語　「子の成長　願う心と　チャイルドシート」13


